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（１）かわまち大賞への応募

 『かわまち大賞』は、良好な水辺空間の形成を目的とした「かわまちづくり」における、

先進的な取組を表彰するもので、平成 30 年度に創設されました。3 回目となる今年度は、、

「建築・都市史」、「観光」、「地域政策」の分野の有識者 3 名による審査委員会の審査を経

て、令和 2年 12 月 18 日に表彰箇所が発表されました。 

☆今年度受賞箇所☆
水系名 河川名 関係自治体 かわまちづくり名称 推進主体 

荒川 北十間川 東京都墨田区 北十間川かわまちづくり

墨田区

東武鉄道株式会社

北十間川水辺活用協議会

五ヶ瀬川
五ヶ瀬川

大瀬川
宮崎県延岡市 五ヶ瀬川かわまちづくり 五ヶ瀬川かわまちづくり検討会

※各箇所の取組及び評価は、次頁以降を参照ください。

 「盛岡地区かわまちづくり」は昨年度に続き応募を行いましたが、惜しくも落選しました。

今後もより良好な河川空間を目指すと共に、来年度以降のかわまち大賞受賞を目指します。 
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光
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れ
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⻌⼧꟦䊛ַ׶ֻב׍ת׻

嚊銲ך׶ֻב׍ת׻ַ

鐰⣣زٝ؎هך

⡤ⵖ

盖椚麊㌀⡤ⵖ㔳⸬卓

㉏さׇ⯓㟮歊⼒鿪䋐侭⪒鿇鿪䋐侭⪒铬
TEL03-5608-6294 E-Mai lTOSHISEIBIKA@city.sumida. lg . jp

• 㸼孖鸬䵿׶״חծ宏鴟٥ꉟ麣넝卹♴٥麣騟٥Ⱅ㕦ָꦄ䱸ׅ׷
甧㖑׾崞ַ׋׃♧⡤涸瑞꟦׾׶ֻב㹋植կ

• 鿪䋐٥㖑㚖ⱄ欰瘝ⵃ欽⼒㚖ך䭷㹀׶״חծ屎䊛侲㖑ⰻח麇娄
麣ծ㉀噟倵鏣瘝ךⵃ崞欽׾罋ִس٦ع׋侭⪒׾遤ֲֿדה錁
⯔䬿挿꟦ך㔐麇䚍ךぢ♳׾㔳׶ծ倜ז׋颊׾ְ׻ⶼ⳿կ

• 宏鴟ך葺㥨ז橆㞮⥂Ⰻ⿹ן䛎䌢涸ז颊ְ׻ⶼ⳿׶״ח㖑㚖ך
崞䚍⻉׾㔳׾הֿ׷湡涸ג׃הծ⡝孖ծꟼ⤘堣ꟼ瘝ח׮הה
竰竲涸ז陽锷׾㹋倵կ

ⴽ秵΍ 「颣皘䨽ך《穈⿹ן鐰⣣

• 䱿鹌⚺⡤㟮歊⼒ծ匌娀ꉟ麣吳ծ⻌⼧꟦䊛宏鴟崞
欽⼿陽⠓

չׅ٦ؐؓ٦ؙغٔ׌׫պך鸐遤罏侧

׻ָ׿ֽ׏ױׄ׋ֹ

• 孖꟦✲噟罏ך琎噰涸זꟼ♷׶״חծ㸼孖ָ鸬䵿ג׃宏鴟ךⵃ
崞欽׾罋ִ׋䊨㣗֮س٦ع׷侭⪒׾鿪䗰鿇גְֶח㹋植׋׃
կ׷ֹד넝ֻ鐰⣣׮גהכהֿ

• 錁⯔䬿挿׾穠ע倜ז׋⹛简װ㉀噟倵鏣ָ欰׸תծ➙䖓ׁז׵
կ׷ֹדⶼ⳿ָ劍䖉ךְ׻颊׷

• 遤佟ה孖꟦✲噟罏ָչDesign Guidelineպ׾鏣㹀׃ծ㖑⼒Ⰻ
⡤ךٝ؎ؠرך䭷ꆙג׭התג׃הⰟ剣׃ծ♧⡤涸瑞꟦׾㹋
植כהֿ׋׃ծ➭ך㖑⼒ך⿫罋׷זהկ

 

施設管理者・事業者 

 

・一体的な施設整備に向けた調整 
・各施設の維持管理・点検 
・定例打合せ（課題共有・対応策検討）

【公園：隅田公園】

墨田区 
【河川(表面)：北十間川】 

墨田区 
・都市・地域再生等

利用区域の指定 

【道路：ｺﾐｭﾆﾃｨ道路】

墨田区 
【鉄道：高架下施設】

東武鉄道㈱ 

【占用者】 
①東京ミズマチ・・・東武鉄道㈱・テナント共同体 
②すみだリバーウォーク・・・東武鉄道㈱   ・施設の建築 
※公園占用もあり   ・施設の運営、維持管理、点検 

・テナントの営業 

【河川管理者】

東京都 

【地域団体】  ・目 的：水辺の良好な環境の保全と、恒常的な賑わいの創出により、水辺

北十間川水辺活用協議会 周辺地域の活性化を図ること 

・メンバー：地元5町会、4商店会、学識経験者、東武鉄道㈱、墨田区観光協

会、東京都、墨田区、事務局（墨田区） 

占用申請 

都市・地域再生等利用 
区域の地域合意 

占用許可 

【北十間川・隅田公園観光回遊路整備事業主体】 
墨田区 

都市・地域再生等利用区域の指定要望 

水辺活用に関連する事業の 
計画・実績の報告 

占用料 
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✿٠戭䊛ַ׶ֻב׍ת׻

嚊銲ך׶ֻב׍ת׻ַ

鐰⣣زٝ؎هך

⡤ⵖ

⸬卓
盖椚麊㌀⡤ⵖ㔳

• 䎃⟃♳ך娖〷׾䭯א㖑㚖项彁չ늀זװպ׾⚥䗰׋׃ה
䬿挿倵鏣׾侭⪒׃ծ굸✲Ⳣך鏣縧װծ宏꣇娖〷俑⻉׷֮ד
չ殴㜉պך䌢鏣㾜爙ծ鎸䙀烴ך䒉甧ծ殴㜉ח窩歗׾䊴׃鴥׫
㾜爙ׅꫬ׷瑞繟遭긫ךꟚ⪵וזծ娖〷٥俑⻉׾㸚׶ծ颊ְ׻
կ׷ְג׸׻穈ָ遤》׷ׅ⳿ⶼ׾

• 䬿ךא3׷ծ暴䗙֮ג׃ה㹋騧穈籼ך鎘歗׶ֻב׍ת׻ַ
挿ךה׀鿇⠓ָ圓䧭ׁ׸ծ圫ղז崞⹛⚺⡤ָך׸׊׸׉䕵
ⶴ׾䭯׍ծ鸬䵿׵ָז׃䨌殛涸٥筨さ涸ז《穈׾遤ְג׏
׮׾ծ㹋騧穠卓׃瘻㹀׾պٝٓفّٝءؙ،ծչ׋תկ׷
կ׷ְג׃竰竲׾٥刿倜׃鋅湫חה

㉏さׇ⯓䒀䀤䋐鿪䋐䒉鏣鿇㕼加铬
TEL0982-22-7021 E-Mai ldoboku@city.nobeoka.miyazaki . jp

• 늀װזװ殴㜉וזծ㖑㚖项欵װ꣇拄׷׻אתח娖〷٥俑⻉׾
ⵃ崞欽׵ָז׃竰䪫׷ְג׃《穈׮גהכ넝ֻ鐰⣣׷ֹדկ

• 넝吤欰ָ屎䊛ג׃ה،؍ذٝٓنךزٝك؎ךד麊㌀ח⿫⸇
竰׵꬗ַ׷ְג׏ָזא׮ח勞肪䧭➂ךפ➿⚅ծ如וז׷ׅ
竲䚍גְֶח鐰⣣ָ넝ֻծ➭ך㖑⼒ך⿫罋׷זהկ

• 䱿鹌⚺⡤✿٠戭䊛ַ׶ֻב׍ת׻嗚鎢⠓

׀ ַ ׇ ָ ׻

䊩늀זװ굸✲Ⳣ勻鏝罏侧 〸䒀䀤䋐ךפ錁⯔㹏侧

ⴽ秵΍ 「颣皘䨽ך《穈⿹ן鐰⣣
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(２)全建賞の受賞 

 

【全建賞とは】 

良質な社会資本整備の推進と建設技術の発展を促進するために設けられたものです。昭和

28 年（1953 年）の全建賞創設以来、日本の社会経済活動を支える根幹的なインフラ整備

や、その時々の国民ニーズに沿った幾多の取り組みに授賞がなされてきました。 

令和元年度表彰で 67 回目となりました。 

 

【対象事業(又は施策)と審査】 

国、都道府県、市町村、機構・公社等の機関において実施され、地方協会長により推薦

された事業(受託を含む)又は施策について、部門(道路･河川･都市･住宅･建築･港湾･鉄道)ご

とに分かれて、国土交通省の各専門の担当者による予備審査を経て、さらにその後、大学

や民間の学識者を中心とした委員による審査委員会（委員長：石田東生 日本大学特任教

授・筑波大学名誉教授･特命教授）を行い、のべ２ヶ月間におよぶ慎重な審査を経た選考

が行われます。 
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 令和元年度全建賞【都市部門】を、「Park-PFI を活用した公園整備（木伏緑地）」が受賞

しました。 
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(３)広告媒体への掲載状況 

 

 建設関連雑誌にて、木伏緑地の取組が紹介されました。 

 

 

「河川」R3.1 号 

「建設」R2.5 号 




